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次　回
11月１日の
例　会

　皆様こんばんは、本日は観月会と言う事であいにくの雨になりましたが大勢の方にご出席
を頂きましてありがとうございます。
　それでは富士山シリーズ第15話　富士山とかぐや姫についてお話をさせて頂きます。

⑮富士山とかぐや姫
　かぐや姫が登場する竹取物語は、作者・成立年代は不詳ですが、平安時代初期の９世紀後半には誕生していた日本
最古の物語だといわれています。
　ある日、竹取の翁が竹の節の中から童女を見つけると、童女は３ケ月程で美しく立派な女性となり、なよ竹のかぐ
や姫と名付けられます。かぐや姫には多くの男たちが惹かれましたが、中でも５人の貴公子が熱心に求婚をしまし
た。かぐや姫は結婚の条件として難題を課し、５人の貴公子は我こそがといきごみますが皆失敗に終わりました。か
ぐや姫の美しさと貴公子たちの失敗談は帝にも伝わり、帝は翁の山の近くに狩りに行くふりをして、かぐや姫との対
面を果たします。帝は美しいかぐや姫に心を奪われ、かぐや姫と手紙のやりとりを行うようになります。帝との手紙
のやりとりが３年ほど続いた春の初め、かぐや姫は突如月を見て嘆くようになりました。翁が理由を尋ねてみると、
実はかぐや姫は月の住人で月から迎えの使者が来るとのことでした。帝はかぐや姫を倉に隠し、２千人もの兵で守ら
せましたが、かぐや姫は帝に不死の薬と和歌を残すと羽衣を身につけ使者と共に月へと帰ってしまいました。帝は気
を落とし、不死の薬とかぐや姫からの手紙を最も天に近い駿河の国の山の頂きで燃やすよう家来に
指示すると、それ以来その山はふじの山といわれ、薬と手紙を焼いた煙が立ち上るようになるので
した。
　この話が作られた平安時代初期には、ちょうど富士山が噴火していたようで、薬と手紙を焼いた
煙と噴火の煙とが重ね合わせられたようです。また、話の中には富士山が出てきますが、諸説はあ
るようですが、富士市比奈には竹採塚という所があり、富士山南麓が舞台だということは、富士山
の伝説等を記した『富士山縁起』にも記されています。

会 長 挨 拶

★12：30点鐘
★ＹＭＣＡ東山荘
★ロータリー財団月間にちなんで
　ロータリー財団委員会

会　員　慶　事
●結婚記念日／10月31日　小野篤之君　茂子様　ご夫妻
●会員誕生日／10月31日　大和田浩二君

第2250回　例会プログラム
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http://www.gotemba-rc.gr.jp/
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●例　会　場／ホテル御殿場館21
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／心をあわせて
●内　　　容／米山月間にちなんで
　　　　　　　米山記念奨学会委員会

欠席者
（12名）

※やむを得ず欠席される方は、
　午前10時までにご連絡下さい。

石川又英君・神谷高義君・勝又英男君 ・勝又博文君
水口正宏君・根上眞一君・大和田浩二君・菅沼　久君
鈴木榮一君・内海隆治君・渡辺　巌君・山内強嗣君
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10/18の出席報告 10/18のスマイル

高村　繁男

会員増強・意見交換会（第２回：入会15年
以内の会員とともに）では、先を見据えて
有意義な意見が多く出され、会員増強のた
めの望ましい方針作りの参考になりまし
た。意見交換会の残金3,300円スマイルし
ます。会員増強委員会



高村　繁男
臼井　良太
秋田　　敬
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司会者
大胡田明寿君

ソングリーダー
豊山　篤君

★2012年11月　御殿場ＲＣ例会プログラム★
月　日 時　間 会　場 内　　容 担当及び卓話者

11／15
（2253回） 12：30

11／8
（2252回）

12：30 ＹＭＣＡ東山荘

ロータリー財団委員会11／1
（2251回）

ＹＭＣＡ東山荘 ロータリー財団月間にちなんで

12：30 名鉄菜館 生命保険と相続

ＹＭＣＡ東山荘
11／22
（2254回）

12：30 ＹＭＣＡ東山荘 地区職業奉仕セミナー報告11／29
（2255回）

自然と企業の共存について

ガバナー補佐を終えて

12：30

水口　正宏君2011～2012年度
第2620地区　ガバナー補佐

中川　一樹様キリンディスティラリー
工場長代理

笹渕　伸央様㈱ライフプラザパートナーズ

嶋田泉太郎君クラブ研修リーダー

青少年交流の家　オープンハウス
10月13日（土）・14日（日）　新世代委員会

　お月見は旧暦の８月15日に満月を
愛で鑑賞する行事で、この日の月は
「中秋の名月」「十五夜」「芋名月」
などと呼ばれ、団子や餅（中国では月餅）、薄、里芋などをお供えして眺めます。
お供えするお月見団子の個数は、その年の旧暦の月数というのが一般的で、平年
は12個、閏月のある年は13個お供えしました。また、お供えした薄を軒に吊るし
ておくと一年間病気をしないという言い伝えも全国に分布しているようです。
　お月見の起源ですが、中国の各地でお月見の日に旬を迎える里芋を食べること
から、もともとは里芋の収穫祭であったという説があります。その後中国では宮
廷行事として行われるようになり、奈良時代から平安時代ごろ日本に入ってきた
ようです。
　お月見行事は旧暦の８月15日ですが、旧暦の９月13日にもお月見をする風習が
あり、「十三夜」「後の月」「栗名月」「豆名月」と呼ばれます。十三夜にはお月見
団子のほかに栗や枝豆をお供えし、各地には「十五夜をしたなら必ず十三夜もし
なければいけない」とも伝えられ、片方だけのお月見を嫌う風習があったようで
す。この十三夜の風習は中国にはなく、日本独自の行事のようです。
　なお、中秋の夜に雲などで月が隠れて見えないことを「無月」、中秋の晩に雨が
降ることを「雨月」と言うようです。

10/4のメーキャップ
長 泉 Ｒ Ｃ
裾 野 Ｒ Ｃ
長 泉 Ｒ Ｃ
長 泉 Ｒ Ｃ
裾 野 Ｒ Ｃ
裾 野 Ｒ Ｃ
裾 野 Ｒ Ｃ
裾 野 Ｒ Ｃ
裾 野 Ｒ Ｃ
裾 野 Ｒ Ｃ
山中湖ＲＣ
日本平ＲＣ
青少年交流の家
箱 根 Ｒ Ｃ

勝又　重春君
勝間田太住君
高村　繁男君
山内　強嗣君
神谷　高義君
勝又　英男君
勝又　安彦君
小野　篤之君
斉藤　礼志君
山﨑　恭夫君
大和田浩二君
芹澤　正明君
根上　眞一君
秋田　　敬君

９月26日
９月28日
10月３日
10月３日
10月５日
10月５日
10月５日
10月５日
10月５日
10月５日
10月８日
10月12日
10月13日
10月16日

お月見
会　長 高村　繁男

10/18㊍ 駿富苑観月会


